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	植物由来の生分解性クリアホルダー
大手事務用品メーカーの規格品として初採用


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、環境適性に優れた植物原料プラスチック“ポリ乳酸”を主原料にした植物系生分解性フィルム「エコロージュ」の拡販活動を進めておりますが、この度、大手事務用品メーカーである株式会社ライオン事務器のクリアホルダー用シートとして、採用されることとなりました。植物系の生分解性クリアホルダーは、従来販促用としての限定的な採用となっていましたが、今回初めて事務用品メーカーの規格品として採用されたものです。なお、本商品は、同社から「生分解性ホルダー」として、来年１月に発売される予定です。

当社は、トウモロコシなどの植物から作られる“ポリ乳酸”を主原料にした植物系生分解性フィルム「エコロージュ」の事業化を積極的に進めております。その中で、クリアホルダー用シートについては、３～４年前から開発を始め、柔軟性やシール適性、オフセット・シルク印刷適性などの品質改良を重ねてきました。しかし、一般的に使用されているＣＰＰ（無延伸ポリプロピレン）シートと比較して、素材としての価格差があることや植物系生分解性シートの認知度が高くないことから、これまでは企業の販促用としてのスポット受注がほとんどでした。しかし、今年４月に環境省のグリーン購入法の特定調達品目に「植物由来のクリアホルダー」が掲載されたことで認知も広がり、採用の気運が高まったことと、当社においてシートの薄肉化を図ることでコストダウンを行ったことで、今般、ライオン事務器の規格品のクリアホルダーに採用されることとなりました。事務用品メーカーとして同素材クリアホルダーを規格品として採用するのはこれが初めてとなります。

　当社は、クリアホルダーやグリーン購入法の特定調達品目に同じく掲載されている「窓付き封筒」、また先般開発した植物由来の粘着ラベルや合成紙向け基材など、従来の一般包装、食品包装分野に加え、文具・事務用品などオフィス関連分野でも積極的な技術開発と拡販活動を行ってまいります。

※株式会社ライオン事務器で採用された「生分解性ホルダー」は、東京ビッグサイトで開催される

「エコプロダクツ２００４」（１２月９日～１１日）のライオン事務器ブース（東６ホール　ブース№615）に出展される予定です。

【用語解説】

・グリーン購入法の特定調達品目

グリーン調達法とは、「環境物品調達推進法」（2000年5月公布）の通称で、政府や特殊法人等による環境物品等の調達の推進等に関する法律のこと。再生紙などの環境に優しい物品を率先して購入することを義務付けた法律です。特定調達品目とは、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」にて国等が重点的に調達すべき物品として選定された紙、文具、OA機器などのこと。

・クリアホルダー

書類の整理に利用する透明の書類ホルダーです。通常は透明のＣＰＰ（無延伸ポリプロピレン）シートや再生ＰＥＴシートなどを折り曲げ、端部をシールして使用されます。

シートには、透明性や柔軟性、シール適性、オフセット・シルク印刷適性などが求められます。

【ご参考：株式会社ライオン事務器について】
資本金：21億5,500万円 本社：東京都中野区東中野2丁目6番11号 代表者：取締役社長　福井 靖

【写真】


	＜本件に関するお問い合わせ先＞

三菱樹脂株式会社　総務人事部　広報グループ　TEL：０３－３２８３－４００６

＜「生分解性ホルダー」に関するお問い合わせ先＞
株式会社ライオン事務器　お客様相談室　TEL：０１２０－０７４４１６（フリーダイヤル）


